
令和５年度

授業力向上プロジェクト委員会（工業）

◆「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた研究

◆ 評価の観点・方法についての研究



発表の流れ
１．実施科目の概要

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた

授業事例

３．評価の観点・方法

４．評価のジレンマ

５．研究を終えて



発表の流れ
１．実施科目の概要

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた

授業事例

３．評価の観点・方法

４．評価のジレンマ

５．研究を終えて



実施科目： 課題研究

対象学年： ３年○○工学科

単位数 ： ３単位

テーマ ： 岐阜ハイスクールサット

（GHS）

１．実施科目の概要



旧学習指導要領 課題研究の目標

工業に関する課題を設定し、その課題の解決を図
る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総
合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、
創造的な学習態度を育てる。

１．実施科目の概要



新学習指導要領 課題研究の目標
工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互

に関連付けられた技術を身に付けるようにする。

（２）工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決

策を探究し、科学的な根拠に基づき創造的に解決する力を養う。

（３）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会貢献

に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

１．実施科目の概要



課題研究と総合的な探究の時間

１．実施科目の概要

探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の
在り方生き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。

（1）探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，

課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。

（2）実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，

情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。

（3）探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，

新たな価値を創造し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う。



課題研究と総合的な探究の時間

１．実施科目の概要

課題研究 総合的な探究の時間

・作品製作、製品開発
・調査、研究、実験
・産業現場等における
実習

・職業資格の取得

自己の在り方、生
き方を考えながら、
よりよく課題を発
見し解決していく



テーマの選定

１．実施科目の概要

テーマ

研究

校内 外部連携

製作

校内 外部連携

研究

製作

校内 外部連携



外部連携

１．実施科目の概要



テーマの選定

１．実施科目の概要

テーマ

研究

校内 外部連携

製作

校内 外部連携

研究

製作

校内 外部連携



発表の流れ
１．実施科目の概要

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた

授業事例

３．評価の観点・規準・方法

４．評価のジレンマ

５．研究を終えて



岐阜ハイスクールサット（GHS）

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例

メードイン岐阜超小型人工衛星 ぎふハイスクールスクールサット（ＧＨＳ）

新型宇宙ステーション補給機
（HTV-X）から宇宙へ放出

缶サット製作の技術を生かし実機版として ２Ｕ衛星ぎふハイスクールスクールサット（ＧＨＳ）のできること

①高校生が遠隔で、ぎふハイスクールスクールサットに
カメラ撮影指令を出す、撮影後地球へ送信する。
➁高校生が音声によるメッセージを遠隔でＧＨＳに送信すると、
一定期間、無線電波にメッセージを送信続けることによって、
衛星軌道や無線通信学習に役立てる。

写真を
撮って
送って

こんにちは、
私は○○です。

こんにちは、
私は○○です。



岐阜ハイスクールサット（GHS）

構造・筐体・制御チーム 無線通信チーム電力チーム

岐阜工業高校

衛星設計・製作グループ

大垣工業高校 岐南工業高校

県内企業岐阜大学

技術指導・協力

設計・製作・検査・試験・打上げ・運用の一連の流れの技術ノーハウを取得
オール岐阜で、宇宙ビジネスができる人材と・企業を育成

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例

可児工業高校



ＧＨＳプロジェクトスケジュール 2024年（令和6年）

打上げ・運用を
目指し

フライトモデル（ＦＭ）
実機製作完成

国際周波数調整
現在 試作機製作
ブレットボートモデル（ＢＢＭ）

課題洗出

設計
搭載機器の選定

ＪＡＸＡ審査

環境試験

国内無線免許取得

製作

いまここ

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



電力部門のミッション（一部）

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例

電力部門は人工衛星に搭載するバッテリーを選定します。

24本から予備含め４本のバッテリーを選定するため

様々な試験をクリアしてより良いものを選定します。

？



① 真空試験
膨張や性能劣化の確認

② 振動試験
性能劣化の試験

③ 充放電試験
性能劣化が無いかを調
べる試験

④ 選定
24本から4本に選定

試験のサイクル

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例

岐阜大学

岐阜大学

JAXA

本校



縦方向、横方向のバッテリーを、製作した治具に搭載
し、それぞれ振動を加え、輸送中やロケット発射前の
振動に耐えきれるか、性能劣化が無いかを調べる試験

どのような試験 ?

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例

② 振動試験について



設 計

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



3Dプリンタで作成した治具

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



縦方向成功

横方向失敗
横方向成功横方向失敗

１回目6/30 ３回目10/6２回目9/15

３回のJAXAでの試験

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



バッテリーが充電と放電を問題なく

繰り返らせられるかを調べる試験

どのような試験?

充電約3時間、放置約３０分、放電３時間

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例

③ 充放電試験





バッテリー選定

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例

No.109
No.112
No.115
No.119

放電時の電圧の下がりが

長時間緩やかに下がる



バッテリーが筐体内に搭載されているところ

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



安全審査書類

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例



授業事例

２．｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業事例
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評価の観点

３．評価の観点・方法

今年度３年生



評価の観点

３．評価の観点・方法

次年度３年生



評価の観点

３．評価の観点・方法

次年度３年生



評価の観点

３．評価の観点・方法

次年度３年生



評価の観点

３．評価の観点・方法

次年度３年生



３．評価の観点・方法

・校内での授業（データ解析・製作物評価・レポート等）

評価の方法



３．評価の観点・方法

・校内での授業（データ解析・製作物評価・レポート等）

評価の方法

課題研究
実施記録



３．評価の観点・方法

・校内での授業（データ解析・製作物評価・レポート等）

評価の方法

・最終レポート
・成果発表

レジュメ



３．評価の観点・方法

・校外での授業

評価の方法

参加率？



３．評価の観点・方法

・中間発表（文化祭）

評価の方法



３．評価の観点・方法

・GHS報告会（３回）

評価の方法



３．評価の観点・方法

・成果発表

評価の方法
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評価のジレンマ

４．評価のジレンマ



評価のジレンマ

４．評価のジレンマ



評価のジレンマ

４．評価のジレンマ



評価のジレンマ

４．評価のジレンマ

授業時間以外での活動での評価

参加率？
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研究の反省

５．研究を終えて

・外部と連携するときは・・・

・観点別評価の成績への・・・

・評価のジレンマ解決策とは・・・
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